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Ⅰ．はじめに 

 地域で生活する独居高齢者の多くは基礎疾患を持ち、健康習慣の一つである社会参加への

意欲も加齢と共に減少する傾向があることから、認知症や運動器障害による要介護状態に陥る

恐れがある。このため、地域では様々な閉じこもり予防活動が展開されているものの、支援の

意図に反して参加に消極的な者が多く潜在している。健康活動に消極的と考えられる独居高齢

者の生活機能・HLやニーズを捉えた、効果的な介入方法の開発が急務である。 

Ⅱ．目的 

本研究は、地区民生委員との協力連携により、閉じこもりがちな独居高齢者の生活機能・HLの

向上と地区活動への参加を促し、地区活動を活発化することにより全体の HL を向上させるこ

とで地域貢献を図る。 

Ⅲ．研究の経過 

１．研究内容 

本研究の目的を達成するために、複数の調査研究を計画し、本年度（１年目）は、独居高齢者

の HL・健康ニーズについて、先行研究や既存の資料、参加者・民生委員へのアンケートおよびイ

ンタビュー調査をもとにアセスメントし、健康教育の内容および教材の検討を行ったので、その

結果と課題を報告する。 

Ⅳ．研究成果および考察 

１．地域独居高齢者の健康課題  

内閣府による、高齢者の健康に関する意識調査 1)・日常生活に関する意識調査 2)により、 

                    

 

生活機能に格差が生じていることや、地

域での健康活動において関心がありな

がらソーシャルキャピタルが整わない

ために参加しない高齢者がいることが

推測された。本件休の対象者である地域

独居高齢者には現段階でどのような健

康課題があるのか、WHO の国際機能分類

（以下 ICF）を用いて生活機能と健康課

題を整理した（図１）。 

図１．ICFで把握した地域独居高齢者の健康課題 



２．HL向上活動としての健康教育実施の意義と課題 

研究者は地区社会福祉協議会による独居高齢者の閉じこもり予防事業のなかで学生ボランティ

アによる健康教育を開催している 3)。参加者 55 名（男性 9 名・女性 46 名）の質問紙調査及びイ

ンタビュー結果を分析した。対象者の年代は 80 代（52.7％）が最も多く、主観的健康感は 40 名

（83.6％）が健康と感じていた。HLは半数が自己や医療によると回答した。事業には民生委員の

誘い 43 名（76.8％）や学生への期待 19 名（34.5％）を契機に、健康情報や方策を得るため参加

しており、健康教育の開催は HL向上の社会的要因となることが推察された。一方、9 名（16.4％）

は、血圧や体重など自己の身体状況を把握していなかった。また、健康行動として友人や近所付

き合いの継続を挙げたものは、男性（3 名 33.3％）・女性（30 名 65.2％）であり、男性が女性に

比して社会参加に関する HL の少ないことが推察された（図 2）。個別性や性差を考慮した受講勧

奨方法の選定が必要であると考察された。 

  

３．次年度調査遂行予定 

本年度の調査結果を元に、平成 30年 8月～平成 31年 3月に訪問・または集団での認知症予防・

転倒予防を中心とする健康教育を実施し、効果測定・HL向上の縦断的評価を行う（表１）。また、

これまでの成果をまとめ、関連学会で報告する予定である。また、学生ボランティアや民生委員

による相互効果を明らかにするなど。地域の健康活動の発展に貢献していきたい。 
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図２．ICFモデルに基づく独居高齢者の HL向上プロセス 

 

表１． 


